
2)主審(ベンチ側)、副審を決め、概ね図に示したエリアを移動しながらゲームコントロールを行う。

3)フットサル同様、主審、副審ともにホイッスルを持ち、ゲームを止め再開させる。

4)主審、副審の判定が異なる場合は主審の判定が優先される。ただし主審は、副審のポジショニング

　などを考慮し、最終決定する。

<ポジショニングの留意点>

 図に示した状況では、副審は争点の監視、ゴールの確認、ゴールラインからのボールアウトの確認。

 主審は、争点の確認、タッチラインからのラインアウトの確認、カウンター時などのオフサイドの監視。

※主審と副審は常に向かい合うようにポジショニングし、背中を向けることが無いよう争点、ボールの

 移動に伴いバックステップを使う。　

 選手及びボールの外側から監視する。(決して内側に行かない)

 最終ラインの位置に付きながら争点の監視をする。(ボールウォッチャーにならない)

※キックオフ時は、キックオフを行うチームのエンドを主に担当する審判がホイッスルとキックオフの

 監視をし、ディフェンス側の審判がオフサイドラインを監視する。
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ボール、争点の移動
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2審制ガイドライン (大田区用)

1)ルールは、8人制同様です。

バックステップで移動
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